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公立大学協会では、公立大学教職員の人材育成や大学経営力強化を目的として、以
下の４つのコースカテゴリから成る「公立大学教職員システム」をMoodle（学習管理シ
ステム）上に開設しています。

＜４つのコースカテゴリ＞
Ⅰ.公立大学改革と将来構想
Ⅱ.公立大学の人材育成
Ⅲ.公立大学の基礎知識
Ⅳ.公立大学の実務知識

「公立大学教職員システム」は公立大学の教職員であれば、どなたでもご利用可能で
す。各コースカテゴリ内には、関連する様々な研修動画（コース）が収録されており、ご
自宅や職場等、場所や時間に縛られることなく、ご自身のペースで自由にご視聴頂けま
す。
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コース一覧

Ⅰ.公立大学改革と将来構想
           公立大学の改革と将来を展望する

総論 大学改革と公立大学の未来を考える
講師：吉武 博通 情報・システム研究機構監事

構成：60分（５chapter) ／ 対象：管理職～若手職員

内容：現在直面している公立大学の経営課題全般について概括いただくと同時に、社会に支持され続ける公立大学のために現在関

心が高まっているＤＸに公立大学としてどのように取り組んでいくのかについても解説いただきます。

収録日：2021.6.24

各論１ 教学ガバナンスの改革事例 ―学修成果の可視化、大学等連携推進法人制度―

講師：清水 一彦 山梨県立大学理事長・学長

構成：60分（５chapter) / 対象：管理職～中堅職員

内容：「教学ガバナンス改革」をテーマに、山梨県立大学における学修成果の可視化の事例、全国で初めて大学等連携推進法人に認

定された山梨県立大学と山梨大学の大学間連携に関する状況等についてご紹介いただきます。

収録日：2021.3.30

各論２ 教学マネジメント指針の実質化と質保証
講師：小林 雅之 桜美林大学大学院 国際学術研究科教授

構成：40分（５chapter) / 対象：管理職～業務主担当者

内容：教学マネジメント指針が取りまとめられたことをふまえ、公立大学がこれらを受け止めながら全学的に改革を進めていく方法

等について解説いただきます。

収録日：2021.9.16

各論３ 大学改革とダイバーシティ・マネジメント
講師：吉武 博通 情報・システム研究機構監事

構成：40分（2chapter) / 対象：管理職～中堅職員

内容：大学組織での構造や認識等における根本問題を見直し、地方創生、ダイバーシティ推進とワークライフバランス３つの軸から、

多様な人が働きやすい環境づくりの実現を目指し大学改革の重要性を再提起します。

収録日：2021.12.17

各論４ 地方大学の置かれている環境の整理と今後の方向性
                                                                    ～これからの魅力ある地方大学とは～

講師：小林 浩 リクルート進学総研 所長

構成：60分（５chapter) / 対象：管理職～中堅職員

内容：大学を取り巻く環境の変化の概要から、選ばれる地方大学になるためのポイントや、小さくて強い小強大学のあり方、高校と

大学だけでなく社会との接続の重要性について解説いただきます。

収録日：2021.10.4

各論５ 教学マネジメントと教学IR
講師：浅田 尚紀 奈良県立大学長 / 構成：50分（5chapter)

対象：学長、教学担当副学長、教学IRに関するデータ収集・分析・管理等を担う実務者

内容：ここ数年の教学マネジメントや大学の質保証に関する動きを背景に、大学機関の意思決定や計画策定での判断を支援するた

めに準備される調査・分析の一つである「教学 IR」について講演いただきます。

収録日：2022.7.15

※講師の役職等は収録時点のものです。
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Ⅱ.公立大学の人材育成
公立大学の改革と将来像を描くための経営人材を育成する

総論 ※調整中

各論１ 公立大学教職員に望むこと ―コミュニケーションの観点から―

講師：松尾 太加志 公立大学協会会長（北九州市立大学長）

時間：45分（4Chapter） / 対象：全教職員

内容：公立大学において、立場の異なるプレーヤー（教員、職員、 学生、自治体職員、地域住民など）が協働するにはど

うすべきか、コミュニケーションの観点からポイントを解説いただきます。

収録日：2021.9.30

各論２ リーダーシップを育む組織づくり
講師：吉武 博通 情報・システム研究機構監事

時間：30分（2Chapter） / 対象：管理職～中堅職員

内容：組織行動学の意義と体系を基に大学の組織構造の特徴や、リーダーシップ理論の概略について解説いただき

ます。

収録日：2021.11.30

各論３ 大学教員と協働する ～職員視点で / 円滑に仕事をするために～

講師：宮林 常崇 東京都立大学 理系管理課長（学務課長兼務）

時間：42分（6Chapter） / 対象：全教職員

内容：大学教員と協働するために役立つ考え方や業務上の工夫について、大学組織や事務系職員の視点で理解しま

す。

収録日：2024.4.4

各論４ ポストコロナ時代における大学職員の人材育成
講師：両角 亜希子 東京大学大学院 教育学研究科 准教授

時間：45分（4Chapter） / 対象：管理職～中堅職員

内容：コロナ禍における大学経営人材育成の現状と課題をふまえ、人事制度の仕組みやこれからの人事・組織・業務

の一体化改革等について解説いただきます。

収録日：2020.12.14

※講師の役職等は収録時点のものです。
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Ⅲ.公立大学の基礎知識
公立大学教職員が網羅すべき基礎的な制度や法令、社会的背景を学ぶ

総論 公立大学の現状と課題 （202５年更新版）
講師：中田 晃 公立大学協会常務理事・事務局長

構成：6０分（７chapter) / 対象：全教職員

内容：大学の設置政策や法人制度の現状、今後の大学改革の課題等の理解を深めていただくための講義です。各論１

～６の総括的な内容となっており、受講者のみなさまそれぞれの関心にあわせて各論を学んでいただけます。

収録日：202５.4.1８（令和７年度公立大学に関する基礎研修（オンライン）の録画）

各論１ 平成期の公立大学の急増  ―学修成果の可視化、大学等連携推進法人制度―

講師：同上 / 構成：25分（3chapter) / 対象：全教職員

内容：平成期における公立大学の集中的設置の背景や概要を学ぶ講義となっております。

収録日：2021.8.20

各論２ 公立大学法人制度
講師：同上 / 構成：25分（3chapter) / 対象：全教職員

内容：公立大学の法人制度について解説いただいた講義となっております。

導入される以前の状況、公立大学法人制度の概要、その活用とインパクトおよび法人評価、目標管理について解

説いただきます。

収録日：2021.8.20

各論３ 公立大学の財政
講師：同上 / 構成：25分（3chapter) / 対象：全教職員

内容：国公私立の財政構造の比較や構造の基本、それを支えている地方交付税の制度についての解説や財源措置が

行われてきた歴史的経緯および、近年の財政措置の状況について講義いただきます。

収録日：2021.8.20

各論４ 公立大学の質保証
講師：同上 / 構成：25分（3chapter) / 対象：全教職員

内容：法令による質保証制度の制度化や大学による質保証制度の概要、公立大学にとっての制度の課題、また公立大

学協会によって設立した新たな認証評価機関について解説いただきます。

収録日：2021.8.20

各論５ 公立大学の教職協働
講師：同上 / 構成：25分（3chapter) / 対象：全教職員

内容：大学改革課題の中で教職協働が法令により義務化された事をふまえ、公立大学という観点で事務組織の課題

等含めた今後の教職協働の可能性を探っていきます。

収録日：2021.8.20

各論６ 公立大学を巡る高等教育政策について（2024年更新版）
講師：中田 幸志 文部科学省高等教育局大学教育・入試課課長補佐 併 公立大学専門官

対象：はじめて公立大学に勤務する職員

時間：34分（4Chapter）

大学をめぐる現状のなかから公立大学を巡る高等教育政策について焦点をあてご説明をいただきます。

収録日：2024.4.15（令和６年度公立大学に関する基礎研修（オンライン）の録画）

※講師の役職等は収録時点のものです。
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Ⅳ.公立大学の実務知識
実務的スキルを身に着け、業務の効率化を目指す
各論１：会計・財務
各論２：危機管理・コンプライアンス
各論３：法令理解
各論４：大学事務 基本編
各論５：研究支援
各論６：入試
各論７：教学マネジメント

総論 公立大学の実務知識
講師：中條 祐介 横浜市立大学理事（副学長）
構成：30分（4chapter)
内容：公立⼤学職員の職能開発について、実務の構成要素から解説いただいた講義となっております。

収録月：2021.11

各論１－１ 公立大学法人会計セミナー入門コース
各論１－２ 公立大学法人会計セミナー初級コース
各論１－３ 公立大学法人会計セミナー中級コース

本コースは、例年９月～翌年１月頃の期間限定開催（視聴）です。
詳細については、協会事務局から会員校へご案内いたします。

各論２－１ 大学におけるハラスメントの防止対策について（2024年更新版）
講師：文部科学省 高等教育局大学 教育・入試課学務係、宮林 常崇 公立大学協会参与

構成：６0分（３chapter） / 対象：全教職員

内容：大学のハラスメント防止対策についての基礎知識習得を目的としており、事例紹介、最近の動向やそれらの対

応のポイントについて解説いただきます。

収録日：2024.2.19

各論２－２ コンプライアンスに関する研修
講師：MS&ADインターリスク総研株式会社 丸山 史晃 氏

構成：40分（3chapter） / 対象：全教職員

内容：コンプライアンス違反を起こさないため過去の事例を含めながら、組織として発生リスクを抑えるためにどの

ような点に注意すべきか、体制強化のポイント等も解説いただきます。

収録日：2022.3.20

各論２－３ 安全保障貿易管理制度の概要
講師：経済産業省 貿易経済協力局 貿易管理部 安全保障貿易管理課

構成：15分（３chapter）

対象：安全保障貿易管理担当者、外国人研究者・留学生の受入に関わる教職員

内容：安全保障貿易管理の導入として、日本の安全保障貿易管理制度の背景や必要性、制度に関する基礎知識につ

いて説明いただきます。

収録日：2024.1.11

各論２－４ 大学における安全保障輸出管理
－国際環境の変化と研究インテグリティの確保への対応－

講師：佐々木 孝彦 東北大学副理事（金属材料研究所所長・教授）

構成：６0分（４chapter）

対象：安全保障貿易管理担当者、外国人研究者・留学生の受入に関わる教職員

内容：大学のハラスメント防止対策についての基礎知識習得を目的としており、事例紹介、最近の動向やそれらの対

応のポイントについて解説いただきます。

収録日：2024.1.11

※講師の役職等は収録時点のものです。
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各論２－５ 「研究インテグリティの確保に係る取組」について
講師：村木 志穂 文部科学省 科学技術・学術政策局参事官（国際戦略担当）付 参事官補佐

佐藤 勲 東京科学大学 戦略本部 特命教授
構成：60分（2chapter) / 対象：研究支援等を担当される職員
内容：研究インテグリティの確保に係る政府としての対応方針や、国内における新たなリスクへの取組事例（東京科

学大学（旧東京工業大学）の事例）等について解説頂きます。
収録日：2025.2.28

各論３－１ 大学に関する法令の基礎知識
講師：文部科学省 高等教育局 大学振興課

構成：25分（3chapter) / 対象：全教職員

内容：大学に関する基本的な法令の全体像から、学校教育法および大学設置基準について法令理解の観から解説

いただきます。

収録日：2021.11.26/2022.12.07

各論３－２ 公立大学法人に係る法令の基礎知識
－国立大学法人との比較の観点から－

講師：文部科学省 高等教育局 大学振興課

構成：45分（4chapter） / 対象：全教職員

内容：公立大学法人に係る法令の基礎知識について国立大学法人との比較の観点から解説いただきます。

収録日：2021.11.26

各論３－３ 教育の質保証の鍵をにぎる単位制度
講師：清水 一彦 山梨県立大学理事長（学長）

構成：50分（5chapter) / 対象：全教職員

内容：大学単位制度の基礎知識習得から、その歴史、日本の大学改革の経緯等含めて解説いただきます。

収録日：2020.8.26

各論３－４ 公立大学に対する地方財政措置等について
講師：総務省 自治財政局 財政調査課財政健全化係

構成：35分（2chapter) / 対象：全教職員

内容：公立大学法人に関する特例の例示や普通交付税の算定方法、また若者定着に向けた地方創生の取組につい

て解説いただきます。

収録日：2022.1.14

各論３－５ 個人情報保護法改正に伴う実務対応等について
講師：有限責任監査法人トーマツ

構成：60分（5chapter) / 対象：実務担当者

内容：個人情報の保護に関する法律の一部改正により、公立大学が個人情報保護法にどのように対応していけばよ

いかを、個人情報保護委員会が公開しているガイドライン等をもとに解説いただきます。

収録日：2022.6.24

各論４－１ 公立大学における大学業務の進め方（基本編）
講師：宮林 常崇 東京都立産業技術大学院大学 管理課長

構成：75分（3chapter) / 対象：若手職員

内容：大学に関する基本的な日常業務の全体像から、協働するためのコミュニケーションのポイント、組織の特徴を

踏まえた文書事務の心構え等の観点から解説いただきます。

収録月：2021.5

※講師の役職等は収録時点のものです。
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各論５－１ 科研費の最近の動向
講師：文部科学省 研究振興局 学術研究推進課 / 構成：５０分（５chapter）

対象：科学研究費申請予定者、科学研究費担当事務職員 等

内容：令和4年度の科研費事業の最近の動向と題して、科研費事業の概要および改革についての最新情報や変更点

等についてもご説明いただきました。

収録日：2022.05.26

各論５－２ 科研費申請の最新動向 ～採択を掴むためのポイント解説～

講師：中安 豪 ロバスト・ジャパン株式会社 代表取締役

構成：７2分（1chapter）

対象：科学研究費申請予定者、科学研究費担当事務職員 等

内容：科研費申請の2024年最新トピックスや、評価ポイントを踏まえた研究計画調書の留意点等についてご説明

をいただきました。

収録日：2022.06.15

各論５－３ 公立大学が活用できる外部資金制度について
講師：塩満 典子 山陽小野田市立山口東京理科大学 研究推進部長

構成：６0分（４chapter）

対象：研究者、研究支援・地域/産学連携担当職員、URA 等

内容：研究資金獲得法の最前線としての公立大学で活用できる様々な外部資金制度の情報提供をいただきます。

収録日：2022.07.13

各論５－４ 研究設備・機器の共用推進に向けたガイドラインの説明等
講師：文部科学省 科学技術・学術政策局 研究環境課長 / 構成：60分（4chapter）

対象：施設・設備担当理事あるいは担当部署管理職・担当者

内容：研究説・機器の共用推進に向けたガイドラインに係る説明およびNanoTerasu（次世代放射光施設）を紹介い

ただきます。

収録日：2022. 7. 7

各論５－５ 学術国際交流事業の概要
講師：独立行政法人日本学術振興会 国際企画部 人物交流課長

構成：３5分（７chapter）

対象：国際関係の部署の職員、外国籍教員の招聘に携わる教員、職員等

内容：外国籍教員等の来日前から帰国までのサポート体制の構築に関する制度や大学側の実務上の対応に関して活

用できる情報等の提供をいただきました。

収録日：2022.07.27

各論５－６ 海外からの研究者・教員招聘 実務編
－本腰であるために－

講師：竹内 和彦 国際教養大学 職員支援室長

構成：４０分（４chapter）

対象：国際関係の部署の職員、外国籍教員の招聘に携わる教員、職員等

内容：教育⼒、研究⼒をはじめ公⽴⼤学の国際力強化のために、海外からの教員・研究者の受入ステップの手順や、組

織多様化へ向けた意思決定のポイント、担当職員の役割や求められる能力についてのレクチャーをいただき

ました。

収録日：2022.9.22

各論６－１ 新教育課程で培われる学力の展望
講師：高坂 栄一 株式会社進研アド 改革支援室長

構成：３０分（３chapter) / 対象：研究者及び研究支援部門の職員等

内容：高等学校において新教育課程で『情報Ⅰ』 が必修となり、データサイエンスやＡＩといった情報活用能力の育成

が強化されています。それらをふまえた2024 年度以降の大学入試改革等について、新教育課程で培われる

学力の展望等含めての最新情報についてもご説明いただきました。

収録日：2022.4.20

※講師の役職等は収録時点のものです。
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各論６－２ 大学入学共通テスト 新科目『情報Ⅰ』について
講師：水野 修治 独立行政法人 大学入試センター 試験問題調査官

構成：４０分（４chapter) / 対象：入学者選抜担当の教職員等

内容：高等学校において新教育課程で『情報Ⅰ』が必修となり、データサイエンスやＡＩといった情報活用能力の育成が

強化されています。それらをふまえた大学でのデータサイエンス教育の在り方等についてご説明いただきまし

た。

収録日：2022.4.20

各論７－１ 教学IRを実現する活動システム －何が？どう？なぜ？どこを目指して？－

講師：山田 勉 名古屋市立大学教授 / 構成：３０分（３chapter）

対象：学長、教育担当副学長、ほか教学担当者等

内容：教学IRを実現する活動システムについてご講演いただきます。何がどうあったら教学IRなのか、目指す方向性

についてはどこなのか、改めて教学IRの必要性について見つめなおします。

収録日：2022.12.9

各論７－２ 教学IRにおけるGoogle Workspaceの利用事例
講師：立津 慶幸 名桜大学上級准教授 / 構成：５0分（４chapter）

対象：教学IRに関するデータ収集・分析・管理等を担う実務者

内容：Google Workspace を活用した 教学 IR に関する名桜大学の取り組みをご紹介いただきます。

収録日：2022.7.29

各論７－３ 教学IRを活用した内部質保証の取組事例 －広島市立大学の取組を基に－

講師：山咲 博昭 広島市立大学講師 / 構成：３０分（３chapter）

対象：施設・設備担当理事あるいは担当部署管理職・担当者

内容：広島市立大学が構築した教学IRを活用した内部質保証体制の仕組み事例としてご講演いただきました。

収録日：2022.11.30

各論７－４ 内部質保証の実現に向けて....まだ“？”合目
講師：榊原 勝己 岡山県立大学 教授 / 構成：１５分（２chapter）

対象：入学者選抜担当の教職員等

内容：広島市立大学が構築した内部質保証体制の仕組みを参考に体制構築に取り組んでいる岡山県立大学の事例

のご紹介をいただきます。

収録日：2022.11.30

各論７－５ 認証評価とIR －医学教育の事例－

講師：天谷 文昌 京都府立医科大学 教授 / 構成：２５分（４chapter)

対象：入学者選抜担当の教職員等

内容：外部認証内部評価のなかでどのように教学IRが使われているか、分野別認証評価の受審をもとにご講演い

ただきました。

収録日：2022.12.9

各論７－６ 学修者本位の大学のつくり方
                         ～「学修成果の可視化と活用」「内部質保証」の観点から～

講師：株式会社ベネッセ i-キャリア

村山 和生 まなぶとはたらくをつなぐ研究所主席研究員

構成：60分（４chapter) / 対象：教学に係る担当教職員等

内容：⾼等教育情報誌Betweenの特集を参考にして、「学修成果の可視化と活⽤」「内部質保証」の観点から学修

者本位の⼤学のつくり⽅をテーマにした講演です。

収録日：2024.2.16

※講師の役職等は収録時点のものです。



新規アカウント作成方法
【手順１】
「公立大学教職員研修システム」のログイン画面にアクセスしてください。

＜ログイン画面URL＞
https://kensyu.kodaikyo.org/login/index.php

「公立大学教職員研修システム」には、公立大学協会の一般公開ページまたは会員校
専用ページにあるバナーからもアクセスいただけます。

〇一般公開ページ
（http://www.kodaikyo.org/）

〇会員校専用ページ
（http://member.kodaikyo.org/）

クリック

クリック

クリック

【手順２】
ログイン画面の中の「新しいアカウントを作成する」をクリックしてください。
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【手順３】
「新しいアカウント登録フォームに必
要事項を入力してください。

＜備考＞
 ユーザ名は、半角英数字で設定ください。

 パスワードは、半角8文字以上で設定してく
ださい。また、数字、英字(小文字)、英字(大
文字) 、記号（「*」「 -」「#」等）をそれぞれ1字
以上含めてください。

 メールアドレスは公立大学等のドメインの
メールアドレス（学内アドレス）のみ登録可能
です。学内アドレスを入力しているのにも関
わらず、エラーが表示される場合には、お手
数ですが、以下の問い合わせ窓口までご連絡
ください。

【手順４】
全ての項目を入力したら、「私の新し
いアカウントを作成する」をクリック
してください。

＜問い合わせ窓口＞
研修システムの操作全般について
NPO 法人学校経理研究会
（担当：矢島・川上)

TEL 03-3239-7903
E-mail: gaku@keiriken.net

クリック
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【手順５】
メッセージが表示され、登録アドレス
にメールが送信されます。

※「ユーザ管理(公立大学教職員研修システム)」
noreply@kensyu.kodaikyo.org
よりメールが届きます。

※ご利用されているセキュリティソフト、または

メールソフト・プロバイダーなどの設定により「迷
惑メールフォルダ」や「削除フォルダ」に自動的に
振り分けられてしまうことがあります。それらの
フォルダの中に入っていないかご確認ください。

【手順６】
受信メールに記載のURLよりWeb
ページを開いてください。

【手順７】
「続ける」をクリックしてください。
「公立大学教職員研修システム」の
ホーム画面が開きます。

これで新規アカウント登録は完了と
なります。

クリック

＜問い合わせ窓口＞
Moodle 操作全般について
NPO 法人学校経理研究会
（担当：矢島・川上)

TEL 03-3239-7903
E-mail: gaku@keiriken.net
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公立大学協会では、ここでご

紹介した「公立大学教職員研修

システム」の提供のほか、様々な

研修を実施しております。ぜひ

ご活用ください。
公立大学教職員
研修システム

研修講師派遣教職員向けセミナー
各公立大学の学内で開催
される研修の講師派遣等
を行っております。

■ お問い合わせ

＜研修について＞
一般社団法人公立大学協会事務局
TEL 03-3501-3336 FAX 03-3501-3337
E-mail: jimu@kodaikyo.org

＜研修システムの操作について＞
NPO 法人学校経理研究会 （担当：矢島・川上)
TEL 03-3239-7903
E-mail: gaku@keiriken.net
※コースⅣ 各論1-1～3「公立大学法人会計セミナー」に関するお問い合わせもこちらで

お受けいたします。

階層別、業種分野別で様々な
セミナーを実施しております。

mailto:jimu@kodaikyo.org
mailto:gaku@keiriken.net
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